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陳 情 原 文  日頃より、当協会の運営につきまして多大なるご指導を賜り感謝申し

上げます。さて、平成２４年４月より「地域の自主性及び自立性を高めるための改

革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律」が公布され、理容師法及び美

容師法（以下、「理美容師法」という。）に定める理容所及び美容所（以下、「理

美容所」という。）の衛生措置基準に係る条例の制定権が、都道府県から保健所を

設置する政令市及び特別区へ移譲されることとなりました。 

現在、理美容業界は過当競争の中にあり、その営業内容は利用者の多様なニーズ

に対応すべく、多岐にわたるサービスが提供されています。そのサービスの中でも

公衆衛生の確保が疎かにされるようなサービスを目にします。いくらニーズがある

からといって、これまで保たれてきた衛生管理レベルが保障されなくなっては、利

用者にとっても大きなマイナスです。公衆衛生確保、更なる向上の観点からも衛生

管理レベルの強化と「上下水道及び流水洗髪設備の設置義務」の明文化を求めるも

のであります。 
ご理解いただき、早期の実施をお願いするものです。既に、渋谷区、港区、豊島

区、新宿区、大田区、江東区では「流水式洗髪設備の設置義務」に関しての条例が

可決され、施行されています。 

つきましては、江戸川区内の理美容所の衛生水準の向上を図るため、下記事項に

ついて陳情いたします。 

 
記 

 
１ 江戸川区が制定した理美容所の施行条例衛生措置基準の衛生管理レベルについ 

て、公衆衛生の更なる確保のため、強化をすること。 
 ２ 「上下水道及び流水式洗髪設備の設置義務」を明文化した条例を制定すること。 
 


